




















































































































































































































































就業者(千 失業者(千 経済活動参 失業率(％）
人） 人） 加率(％）
836 702 55 2.6
854 712 55.2 3
949 723 57.6 3.6
975 729 58.2 3.8
992 743 58.2 4.1
1037 736 59.4 3.6
1090 728 60.6 2.8
1100 741 60.6 3.1
1103 751 60.4 3.8
1019 808 57.8 7.9
1039 812 57.9 7.1
1092 805 58.7 4.7
1120 792 59.7 4.6





























1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002
議会議員,高級任職員，管理者 32 32 32 33 30 24 23 24 26 25
専門家 50 42 47 47 49 48 48 72 75 78
技術工,準専門家 77 86 89 89 92 93 101 86 83 99
事務従事者 118 125 137 135 139 127 121 131 142 148
※サービス従事者 223 248 258 271 277 278 290 139 156 166
※販売従事者 191 193 192
農業,林業,漁業熟練従事者 10 9 10 8 11 32 27 26 25 23
技能員,関連技能従事者 190 170 209 214 203 160 157 168 147 154
装置,機械操作,組立従事者 180 211 188 176 139 138 147 150 161 157
単純労務従事者 110 118 130 125 135 108 129 105 112 112
合計 992 1037 1090 1100 1103 1019 1039 1092 1120 1155
1985 1990 1995 1998
製造業に 上l■■■ めるシェア 15．5 10．9 10．0 8.8


























































































































































































90 70％ 30％ ■■■■ O JT 男3 －
F 織物 城西工団 1991 30 25 23 9 14 1(パー ト） なし 男女3 外貨を保有し織機を購入




H 織物 達城郡 2000 100 120 22 5 17 一 社内研修 男女2
IMF時に倒産後再建し堅実経
営へ
I 織物 達西区 1992 95 35 40 21 19 契約1(女） 社外研修 男女3
人事査定の変化,求人が困難
に




K 織物 達西区 2000 ？● 一 30 80％ 20％ 1 OJT ？
求人は容易に,賃金上昇,市場
動向に敏感に
L 染色 染色工団 1986 '■■■■
68
('02）




M 染色 染色工団 1998 I■■■■
130
('98）
90 50％ 50％ 外国4 OJT 男女2
98年に倒産企業を買収,中小
企業は無関係
N 染色 染色工団 2003 ー
40
('03）
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写真1大邸広域市内にある染色工団
工場の操業形態を見ると，ほとんどの事業体では交替勤務で操業を行っている。
企業規模がさほど大きくないにもかかわらず撚糸や織布，染色工程を連続操業して
いることは，かなり自動化が進んでいることを示しているものと思われる．金融危
機後に設備投資の状況が変化したか否かについて今回の調査では調べていないが，
B社ではIMFの影響を尋ねた際に自動化が進展したと回答していた．またF社で
は，その当時外貨を保有していたという巡り合わせもあって織機を購入しており，
これも自動化を推進したと解釈できるものと思われる．
最後にIMFによる影響として,B社．F社以外の事業体で指摘された点を考え
－58－
てみる.C社は，ベトナム・中国から欧米へとの輸出市場の変化を指摘しており，
これは品質向上を図ったものと解釈できるだろう．D社・I社｡K社はともに雇用
環境について言及しているものの,I社は「求人が困難になったと」述べているの
に対して,K社は「求人が容易になった」と答えており，矛盾した状況を示してい
る.I社の創業年が金融危機前の1992年であるのに対して,K社の創業年は金融
危機後の2000年であることが，労働需給の認識の差をもたらしているのかもしれ
ない．
IVむすび
以上の結果をまとめてみよう．横田(2003)が指摘している内部労働市場の成長
は元来中小企業の多かった大邸地域の繊維産業では乏しかったと思われる．それは，
女子雇用が多かったという繊維産業の特徴にも原因があると思われる．内部労働市
場はむしろ男子を基幹労働力として活用している重化学工業で進んだと思われる．
主として若年女子雇用に依存してきた大邸の繊維産業は,1980年代において賃金
上昇やサービス化が進んだため外国人労働力を導入したり海外進出することで対
応を図ってきた．つまり，企業内での技術蓄積を高めようという戦略は採用してこ
なかった．金融危機は，ウオンの価格が下落することで一時的には繊維産業の競争
力を復活させたが，根本的な打開策となり得ず，金融危機が克服されると再び以前
と同様の苦境に立たされることになった．その結果労働力の高齢化が進み，できる
限り省力化.機械化を推進し，また必要な労働コストを抑えることで対処してきた。
その結果，繊維産業の雇用は縮小し，そのした中で技術開発部門や管理部門に就く
ことの多い男子従業員の比重が相対的に高まったと解釈すべきであろう．
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